
名古屋市議団は、5月26日、学校再開にあたっ

て、名古屋市教育委員会に、緊急の申し入れを

おこないました。

学校再開にあたり、子ども・保護者の関心は

感染リスクをどう防止するかです。市議団は、

感染防止のために、教室内で子ども同士の身体

的距離をきちんと確保できるのかを尋ねました。

担当者は「文科省がだした、衛生管理マニュ

アルでは、名古屋市は『間隔を1メートルを目

安に学級内で最大限の間隔を取るように座席配

置をする（レベル1の地域）』となっている。

児童生徒数に応じて、すでに39人以下の学級と

なっている学校もあるが、この基準なら、名古

屋市がだしたマニュアルにもとづいて、一つの

教室に40人の座席配置は可能」とこたえました。

市議団は、「子どもが40人入ると、教員は黒

板ギリギリで授業をすることになるなど、実態

は感染防止の3密をさけることにはならないの

ではないか。少人数で授業をすることはできな

いのか」と指摘すると、担当者は「学級を2つ

に分けるなどの対応には、教室と教員の確保と

いう課題のクリアが困難」とこたえました。

さらに、市議団は、「感染防止策が必要な時

だから、保護者・子どもが安心できるよう感染

対策とていねいな説明が必要」「これまで提案

してきた少人数学級を、感染防止の点からも、

全学年で実施をすべきだ」と要請しました。

3ヶ月に及ぶ休校のため、学習の遅れをどう

取り戻すのかが課題となっています。これにつ

いて、担当者は、週1時間授業時間をふやす、

夏休みと冬休みを短縮して授業時間を確保する、

家庭学習（プリント）などで授業を補うなどで

全課程の学習をするといいました。新教科であ

る小学校外国語・道徳は履修しなければいけま

せんが、プログラミング教育については、他の

教科学習でとりいれるなど、独自の学習時間を

設けずにできるのではないかと説明しました。

また、担当者は「現在小学校に配置されてい

る非常勤もふくめたスクールカウンセラーでは、

全ての子どもに行き届いたケアはできないので、

中学校のカウンセラーにも出向いてもらうこと

を考えている」と説明。市議団からは長期休業

後の学校生活の中で、子どもに寄り添った対応

をもとめました。
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